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　今年は東京で２回目のオリンピックが開催され

るとのこと、スポーツには全く門外漢の小生で

も、開会式・閉会式にはいささか興味はある。cool 

Japanとかでアニメやゲームのキャラが大挙して盛

り上げるのか？ロンドン大会の時はブリティッシュ

ロックのビッグネームが大挙していたが、彼我の差

はあると感じる次第である。その時の圧巻はPaul 

McCartney演奏するところの‘Hey Jude’だった

のは記憶に新しいところだ。というわけでやっと表

題につながる。

　The Beatles－wikipedia　誌面の都合にて略（知

らなければ自分で検索してください）

　この４人組は20世紀の奇跡であり、大衆性と実

験性を兼ね備えた稀有なバンドであり、現在の

ポップミュージックのほとんどは彼らに行き着

く。ちょうどカンブリア爆発が現在の生物の多様

性に結びついているのに喩えることができるので

ある。プログレやヘビーメタルはもとより‘Give 

Peace A Chance’やラップの‘Everybody’s 

Got Something To Hide Except Me And My 

Monkey’はパンクの各々プロトタイプとみること

ができる（いささかこじつけ）。

　今からちょうど50年前にこの世紀のグループは解

散している。当時HBCで夕食の時刻に「国際ニュ

ース」というのを放送しており、そこで解散のニュ

ースを見た記憶がある。そして40年前、小生が大学

に入る年の１月、Paul McCartney＆Wingsの待望

の日本公演があったのだが、マリファナ所持が見つ

かり、成田から投獄→本国送還。当然コンサートは

中止でファンを落胆させる。この事件で幕を開けた

1980年は、ファンにとってさらなる衝撃が襲う。ジ

ョンは５年間専業主夫として家事・育児に専念して

いたが（イクメンの走りか）、この秋頃から音楽活

動を再開しており、新譜も好評だった。その日、下

宿で夕食を食べていると、点けてあるTVのニュー

スでやたらジョンが映っているので「さてはまたク

スリでつかまったかな…」と思っていたら、何と

ファンに射殺とのこと、さっそく友人の下宿に集

まり追悼集会（単なる酒盛りなのだが…）。ラジオ

を点けるとあちこちでジョンの追悼番組がかかって

いたが、多くの番組では「天国のジョンを偲んで」

‘Yesterday’や‘Hey Jude’をかけていた。「そ

れはPaulの曲だろうが！」「天国のJohnも苦笑だ」

「きぐしねいです」とラジオパーソナリティに悪態

をついたものだ。

　世間ではJohn Winston Lennonという人を愛と

平和の使者と捉えているが、彼には結構辛辣でブラ

ックな面があり、自身を自己矛盾の男と言っている

ぐらいだ。そもそもアルバムの冒頭で「争いのない

世界を想像してごらん」と言っておきながら終盤の

曲で長年の友人をディスる曲を収録しているくらい

だ。こんな面倒臭い人物とつきあえるのはポールや

リンゴのような脳天気な人間でないと難しい。ジョ

ージの写真にやつれたものが多いのは胃に来ていた

のかもしれない。

　流石に脳天気なポールも、バンドの解散の時と同

様、一時期かなり辛い時期を過ごしたとのことだが、

その後は自ら書いた詞の如く（‘The movement 

you need is on your shoulder’‘Boy, you’re 

gonna carry that weight’）、ビートルズの遺産

を背負って頑張ってきたが（‘95年のAnthology 

project～最近の50’th Anniversary issue）、いく

ら脳天気で長生きしそうな彼にも、残された時間は

短いのかもしれない。ポールが亡くなったら、喪に

服して休診にして一日中ビートルズナンバーを聴き

倒して過ごそうと思う。院長許してくれるかな？こ

っちがお陀仏になる方が先かもしれない。新年早々

縁起でもないか…。

　ジョンがもし今でも存命ならと妄想する。世界で

進む断片化、ネットを見ても他国の人々に対するヘ

イトで満ちあふれている昨今、トランプ政権に何を

言っただろう？

　この稿をしたためるにあたり参考にしたティム

ライリー著「ビートルズ全曲解説」‘TELL ME 

WHY’ A Commentary of the Complete Works 

of The Beatlesに興味深い一節がある。締めくく

りとしてこれを引用しておく。

　‘われわれをもっとも人間的にするのは人とのつ

ながりであるとビートルズは語りかけているような

気がしてならない。つまり、人との交流がわれわれ

の人間性のいちばん大きな部分をなしとげるのだ。’
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